
 ９月の園だよりを書いている頃には厳しい日差しに「いつ夏が終わるのか…」と思っていましたが、

１か月経ち「すっかり秋の空になったな」と感じると同時に、夏の終わりにさみしさを感じてしまい

ます。 

つい、無いものねだりをしてしまいますが、秋はとってもいい季節。これから来る楽しみに子ども

たちと心を膨らませながら１０月も元気に過ごしていきたいと思います！！  

 

今年の夏は たくさん野菜が採れました！！ 

 今年の夏も異年齢のおうちがそれぞれ、子どもたちと一緒に考えたおやさいを畑やプランタ

ーに植え、大切に育ててきました。そんなお野菜たちと子どもたちをめぐる夏の出来事があり

ました。 

～たくさんできたから！！～ 

かぜのどんどんさんが職員と二人でとっても大きく立派な茄子を持って事務室に来てくれま

した。「すごいね～！立派な茄子が採れたね」と声を掛けたところ、そのどんどんさんはそのこ

とを喜ぶよりも、私に茄子を手渡してくれたのです。私は少し驚きながら「えっ！？」と一

言。すると付き添ってくれていた職員が「たくさん取れすぎちゃったからあげに来たんだよ

ね」とフォローしてくれました。 

“私に！？”という驚きと嬉しさが入り混じった感情でしたが、ありがたく受け取らせても

らいました。そして数日後、お休みの日に夏野菜カレーを作り、その中にもらった茄子を入れ

て美味しく食べさせてもらいました。 

何か、ありがとうの気持ちを伝えられないかと考え、とっても嬉しかった思いを手紙につづ

り、作って食べた時のカレーの写真を印刷し封筒に入れて送りました。とっても恥ずかしそう

にしながらも、でも、嬉しそうに「お手紙？」「俺に？」と話しながら受け取り、すぐに引き出

しにしまいに行ってくれていました。 

よく話を聞くと、その子自身は茄子がとっても好きなわけではなく、むしろ苦手。でも、と

っても大好きだった去年のどんどんさんが作っていたのが茄子だったから、自分も茄子を作り

たいという憧れの一心で豊作に。そして、おうちの友達や大人に配ってくれていたのでした。

子どもたちにとって、こぐま保育園の異年齢保育で培う縦のつながりと憧れは、これだけ強

く、そして確かなものなのです。その憧れを原動力に、自分なりの達成感をしっかりと見つけ

出し、他者と共感・共有し自らの成長にまたつなげていく。そんな一場面に出会えたことが嬉

しく感じます。 

～夕涼み会 ご協力ありがとうございました～ 

９月２８日に夕涼み会を開催しました。コロナ禍前と同じ規模での制限なく開催する

ことができ、たいへん多くの方にお越し頂き、様々な方に「これぞこぐまの祭りだよ

ね！」とお声をいただけました。私たちも、本当に嬉しく思っていましたが、それに加えて本年度

は卒園児の活躍が光っていたのも特徴的でした。同窓会の焼きそば販売では大きくなった卒園児が

かまどづくりや調理、販売などに関わってくれ、全てのブースで一番に売り切れていました。５２

年の歴史ならではの姿に、心が熱くなる思いでした。 

在園家庭・卒園家庭・地域の皆様、関わっていただきましたすべての方に感謝申し上げます。 

2024 年 10 月 1 日 

社会福祉法人多摩福祉会 

こぐま保育園   

東京都多摩市永山 3－5 

042‐375‐4677 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１０月の予定＞ 

 ４日（金）身体測定（うみ・かぜ） 

 ７日（月）身体測定（にじ・もり） 

８日（火）身体測定（やま・そら） 

９日（水）わらべうた（もり・やま・そら） 

１１日（金）誕生会 

１５日（火）ぐん聴力検査（やま・そら） 

１６日（水）ぐん聴力検査（うみ・かぜ・もり） 

１７日（木）避難訓練（炊き出し訓練） 

２２日（火）芋ほり遠足（どん・ぐん） 

      小遠足（すく・なぜ・ぐん） 

２５日（金）芋ほり遠足予備日 

      ※詳細は別途おたよりをご参照ください 

２８日（月）健康診断（にじ・もり） 

３０日（水）わらべうた（かぜ・うみ） 

 

１０月より 
おべんとう日が再開します 

 

１０月２２日（火）に芋ほり遠足（ぐ

ん・どん）および小遠足（すく・なぜ・ぐん）が

予定されています。 

夏の期間はお弁当のお願いを避けてきており

ましたが、１０月より再開させていただきたいと

思います。 

子どもたちにとって、いつもと違う環境で大好

きな保護者の方に作っていただいたお弁当を食

べることは、とても心躍る体験となります。一方

で、おべんとう作っていただく大変さも承知して

おります。保護者の方々のご理解とご協力があっ

て初めて、保育園の行事は運営出来て行くもので

あると思っています。子どもたちの活動のために

大変な中ご対応をいただき心から感謝いたしま

す。その思いを子どもたちと共有しながら、外で

食べる、遠出をする、仲良しの友達とくっついて

ケラケラ笑いながら食べるなどの“体験”を大切

に生活作りをしていきたいと思います。 

なお、給食展示において当日の給食をお弁当に

詰めて「おべんとうイメージ」として展示します。

『あるもの詰め詰めおべんとう』の参考にしてく

ださい。 

秋のお散歩は 刺激がいっぱい！！  

 

こぐま保育園では、園庭も含めた戸外活動をとても大切にしています。  

特にお散歩は自然環境から様々な学びを得るとても貴重な機会ととらえています。空・雲・風・

光・温度などの自然物、花・葉っぱ・草などの植物、虫や爬虫類、お散歩中に出会う犬や公園で寝て

いる猫などの小動物など…。 

私たちが意図的に用意できるものではない“自然環境”は日々移ろい、だからこそ日々新しい刺激

を私たちにもたらしてくれます。子どもたちも職員も、そのちょっとした変化に気づき、「〇〇だね

～」と共感し合ったり、「きれいだね～」「かわいいね～」など感性の育ちにつながるコミュニケーシ

ョンを取ったり、心のアンテナをどんどん豊かにしていける活動の一つでもあります。 

また、木登りや鬼ごっこなどを通して身体的発達を、葉っぱや木の実を見立てたおままごとなどで

イメージの世界を、遊びを通してルールを学んだり、総合的に学べる貴重な場でもあります。 

 

時には転んでしまって擦り傷ができてしまったり、崖 

のぼりをして泥だらけになったり、散歩先で蚊の大群に 

刺されてしまったりということもあるかもしれません。 

安全には気をつけながら、でも子どもたちの「やってみ 

たい！」「楽しみたい！！」を最大限尊重出来るよう、 

後期も活動を充実させていきたいと思います。 

１０月以降 

実習生や見学者がまいります 

 

 これからの後期にかけて、今後の保育を担っていく

だろう保育学生さんの実習や、私たちの保育を見に来

てくれる見学者の方など、迎えさせていただくことが

多くなります。 

 ご承知おきいただけますようお願いいたします。 

～虫刺されが気になるご家庭へ～ 

＊登園前に虫よけを塗布してきてください 

＊長袖長ズボンの対応をさせていただきます。 

＊その他、ご不明点とうありましたらおうち職

員もしくは事務室までご相談ください。 


